
【 小 林 堰 】

用 水 位 置 図

元々は、本堰周辺地域は現在の堰から約800m下流にある幸辨寺橋に木造の角落堰を設けか
んがいしていた。しかし、洪水時はこの堰によって上流部が湛水をする状況となり、上下流
の水利紛争の原因となっていた。そこで、県費単独土地改良事業(S44～45)により堰、樋管
等を上流部に新たに設け現在に至る。右岸側より取水された用水は、元荒川安養寺堰(宮地
堰)から取水された西裏用水の末流が合流し下流受益地へと送水され、左岸側は暗渠により
送水される。
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